
発電所 渉外・報道グループ
課長による説明 

◆◆◆〔安全教育に係る協力活動〕◆◆◆ 

○平成２５年度第２回安全教育研修会 

平成２６年２月１４日（金）、東海ノア協定に基づく平成２５年度第２回安全

教育研修が、日本原子力発電（株）東海総合研修センターを会場に、協定加盟３

事業所から４名の参加と少数の参加で、降雪の悪天候予報であったにもかかわら

ず、無事に開催することができました。 

研修は、予定時間通りに進行して、屋外が大変寒い中での屋外環境サーベィで

のホットスポット探し等も予定通り実施されました。また、フルスコープシミュ

レータ室は、普通では見学することのできない東海第二発電所中央制御室の実寸

モデルであり、シビアアクシデント対応訓練や参加者自らが行った原子炉緊急停

止操作など、大変有意義な体験をすることが出来ました。 

研修終了にあたり、講師と参加者との質疑応答の場を設けて、講師からの貴重

な経験談をお話頂くなど、少人数の参加ではありましたが、参加者からは大変好

評をいただく研修会になりました。 

〔研修会概要〕  

【講 話】 東海第二発電所の近況について 

【実 習】 ①シミュレーターによる運転体験 

②身の周りの放射線測定体験 

【見 学】 東海第二発電所フルスコープシミュレーター 

 

【研修風景】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                         

                    

シミュレーターによる運転体験 

測定実習では、屋外や
入浴剤等身の周り品の
測定も実施 

研修の締めくくりとして、
講師との質疑応答を実施 


